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伯耆町総合教育会議 会議録(この会議録は発言を要約したものである。)

召 集 年 月 日 令和 2 年 10 月 23 日（金） 

召 集 場 所 伯耆町役場 本庁舎 応接室 

開 会 時 間 午後 3 時 35 分 

分 伊藤委員長 開会宣言

出席者 

町 長：森安 保 

副町長：阿部 泰 

教育長：箕浦昭彦 

教育委員：大木寿之、羽田成夫、松岡和代、濱田真代 

事務局等 

出席職員 

総務課：岡本課長、若林室長 

教育委員会事務局：橋本次長、吉野室長 

会議録作成 

職   員 

総務課室長 

若林成人 

提 出 議 案 等

１ 開会 

２ 議題 

（１）新型コロナウイルス感染症の対応状況等について 

（２）第２次伯耆町教育振興基本計画（Ｒ３～Ｒ１２）案の概要について

（３）令和３年度伯耆町教育委員会の重点事業について 

  ①ＩＣＴ支援員配置（新規） 

  ②鬼の館長寿命化等改修工事（継続） 

  ③溝口公民館改修工事（継続） 

３ その他 

４ 閉会 

閉 会 時 間 午後 4 時 20 分 

会 議 の 顛 末 

岡本課長 

【開会】 

伯耆町総合教育会議を開会します。 

議題について、教育委員会から説明をお願いします。 

橋本次長 
【議題（１）説明】 

「新型コロナウイルス感染症の対応状況等」について、資料に基づき説明。

森安町長 ・基本的な対応をするほかない。 
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箕浦教育長 

・５月に教室の席を１メートル以上離すという対策方針があったが、伯耆町

は少人数学級（３０人以下学級）を実施していたため、教室にも余裕があ

り、改めてその良さを感じた。他市町村によっては、苦労されているとこ

ろもあった。 

森安町長 

・コロナウイルス感染が発生した場合の基準が今後変わっていくと思う。子

供さんの場合、家庭での感染が８割であり、学校での感染が低いとすると、

感染者が接触した場所の閉鎖、学級閉鎖などに限定される。学校全体を休

校するということにはならないと考える。 

箕浦教育長 

・夏に他自治体で女子中学生の感染が発生した際に、一週間学校に通ってい

たにも関わらず、生徒・教師合わせて約４００人がすべて陰性であった。

学校では、感染症対策が徹底されていると感じた。 

森安町長 

・寮生活のように密な状況が長時間継続するような状況を作らないことだと

思う。 

・マスクの着用、定期的な換気を実施している授業よりも、歌、発表会の練

習とかが、やはり心配であり、注意すべきだと思う。 

・今後、感染者が確認された場合の対応については、濃厚接触者の状況を確

認した上で対応を判断するなど再検討された方が良い。 

橋本次長 

【議題（２）説明】 

「第２次伯耆町教育振興基本計画（Ｒ３～Ｒ１２）案の概要」について、資

料に基づき説明。 

森安町長 

・水銀灯製造中止に伴う照明のＬＥＤ化については、全国的なことなので、

国の状況等を見ながら実施を検討すべきである。 

・第２次計画は、令和１２年度までであり、１０年後には教育環境がかなり

変化していく。特に溝口地域では、子供さんの人数も減り、今、生まれて

おられる子供さんが１０年後に中学生になることを考えると、学校維持が

難しい状況になる。そのことに目を向けなくて良いのかと感じる。その状

況になってから考えるのか、保護者から意見が出てから考えるのか、教育

委員会として検討しておくべきだと思う。 

・教育環境の充実、学校再編等の議論は、まず教育委員会で議論していただ

きたい。中学校の１０年後の姿は、既に予想できるので、そこの検討は必

要と考える。 

阿部副町長 

・既存の学校等の施設改修を行ってきており、１０年後に新たな施設整備を

するということは難しい。施設、予算にも限りがあるので、それも踏まえ

一緒に議論していきたい。 
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大木委員 

・前回の学校統合の議論は、４年間かかったが、結果として日光小学校と溝

口小学校の統合のみであった。保護者から意見が出れば、話も進みやすい

が、出生者数等を確認し、５年後くらいには、議論をスタートさせないと

いけないと思う。 

森安町長 

・二部小学校が、非常に厳しい状況になることは現実に見えている。 

新入生は６名程度、保育所の年少、年中が各２名程度。 

・人数が多い方が良いというわけではないが、人数が少なすぎることは教育

環境として良くないと感じる。 

阿部副町長 
・少人数となれば、複式学級となるが、複式学級を経験されている教員も少

なく、その対応も難しいとも聞いている。 

大木委員 
・学校のＩＣＴ化も進んで来れば、少人数の学校では、その対応も困難にな

る。 

森安町長 

・保護者の方に、学校での少人数の状況を見てもらい、子供への影響、学校

運営への影響、学習や学校機能に負荷の掛かる状況であることを認識して

いただき、自らの課題としてもらわないと議論が進まない。 

橋本次長 

【議題（３）①説明】 

「令和３年度伯耆町教育委員会の重点事業 ①ＩＣＴ支援員配置（新規）」

について、資料に基づき説明。 

森安町長 

・最初からＩＣＴを使いこなすのは、難しい。操作を把握することなどで、

授業に影響があっては困るので、支援員を配置し、メーカーへの問い合わ

せなど一括して問題解決を図ることができるようにする必要があると考

える。授業に影響があるようであれば、紙に戻して行い、その間に支援員

が問題解決を図る。ＩＣＴにこだわる必要はないと思う。 

箕浦教育長 
・学校毎になるが、教員個人が個々にＩＣＴ化を進めるのではなく、職員会

等で目標を定め研修をし、全体で徐々に進めていきたいと思う。 

森安町長 
・授業が止まってはいけないので、ＩＣＴ化にすべてする必要はなく、でき

なければ元に戻せばよいので、教員の気を楽にしてあげた方が良い。 

箕浦教育長 

・校長会でも、本末転倒にならないよう指示している。 

 ＩＣＴを手段として良い授業ができるように、慌てず計画的にしてもらう

よう伝えている。 
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森安町長 

・教科書と電子黒板だけでも良いと思う。電子黒板はタッチパネル方式にな

ったので、それだけでも授業に使いやすくなる。 

・何が授業に良いのか、タブレットなど使い方を今後検討していくほかない。

箕浦教育長 

・授業にあたっては、生徒児童が先生の方に目を向けているかどうかが基本

であるが、タブレットによりそちらに子供が集中してしまうと思われるの

で、教員の指導力が問われるようになる。 

森安町長 

・授業で、先生が機器操作に一生懸命なり、子供たちはタブレットに集中し

てしまうようなことは避けないといけない。 

・タブレットに自己学習できるような副教材が入るが、放課後に学校、公民

館、また家庭で使えるようにするといった話が今後出てくるのではない

か。不注意破損した場合の弁済の責任分担などを取り決めれば、持ち帰り

を可能とすることができるのではないか。持ち帰れば、勉強時間は伸びる

と考える。 

松岡委員 
・普段でも、読みが分からない場合など、ネットで調べることがあるので、

持ち帰ることができれば、家庭学習も効率が良いと思う。 

森安町長 ・せっかく入れるのに授業だけで効果が生まれるだろうか。 

阿部副町長 
・放課後に、学校・図書館で時間を決めて活用できるようにするだけでも違

うのではないか。 

大木委員 
・互換性はどうか。グーグルアカウントが一人一人に与えられるが、家庭の

パソコン等で使えるようにできるか。 

橋本次長 ・セキュリティーの関係でどうなるかは分からない。 

大木委員 ・すべての家庭に Wi-Fi 環境があるわけではないので、それも課題となる。

森安町長 

・公民館の Wi-Fi 環境でカバーできるのではないか。 

・家庭での使用時間の設定、学年の制限、持ち出し管理、補償のことなどを

整理すれば、持ち帰りも可能とすることができると思う。今後検討しまし

ょう。 
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橋本次長 
【議題（３）②説明】 

「②鬼の館長寿命化等改修工事（継続）」について、資料に基づき説明。 

森安町長 ・使いやすいように整備を進めてほしい。 

橋本次長 
【議題（３）③説明】 

「③溝口公民館改修工事（継続）」について、資料に基づき説明。 

森安町長 ・計画していることなので、着実に進めてほしい。 

岡本課長 
（「その他」の案件がないことを確認。） 

（その他の意見等を確認。） 

阿部副町長 
・文化祭、学習発表会がこれからだと思うが、コロナウイルス感染症対策は

どうか。 

橋本次長 
・学校規模、保護者の数が違うので、学校により制限が違うが、工夫して対

応するようにしている。 

森安町長 
・カラオケ、音楽サークル系のクラスターはよく発生しているので、注意が

必要。 

岡本課長 
（そのほかに意見等が無いことを確認した。） 

以上で閉会します。 


